
別府市立石垣小学校 
 

学力向上プランの概要 

①授業改善 

 ・学校の重点目標と校内研究のテーマを連動させ、課題とまとめを板書やノートに位置付け、わかりやすい授

業づくりに日常的に取り組む。 

 ・全国・県・市学力調査の結果を分析し、授業に生かしたり、弱点を補充したりする。 

②朝自習の充実 

 ・週二回１０分間のスキルタイムで基礎的事項の定着を図る。（学年で内容を吟味し、統一したもの） 

・週二回１０分間の読書タイムで読書や読み聞かせをして、読書に親しませるとともに、落ち着いた雰囲気で

授業に臨ませる。 

③補充学習の充実 

 ・家庭学習については、やり直しのある子や忘れた子のために放課後25分間の「やり直しタイム」を設定し、

徹底を図る。 

 ・夏休み期間ステップアップ授業として、４～６年生が補充学習をする。 

 ・公民館と連携し、水曜日の放課後１５：００より、４年生に補充学習をする。（５月～２月 月２回程度） 

 

 

効果のある取組事例 

①指導方法や指導形態の工夫 

 ・５年生で、算数の授業を習熟度別少人数で指導を行っている。 

②児童の学習意欲を向上さえるための工夫 

 ・毎週月・木曜日、朝８：３０～８：４０の１０分間スキルタイムとして国語、算数、理科の基礎基本の定着

を図っている。（漢字１０問テスト 東書データベースよりドリル・フォローアッププリント等） 

 ・放課後２５分間のやり直しタイムで宿題を忘れた児童や、宿題・スキルタイムで扱ったプリントについてや

り直しを行ってきた。 

 ・夏休み中の５日間、４～６年生が少人数に分かれて、主に算数の補充学習を行った。補充学習の内容につい

ては、１学期の内容で定着度が低いと考えられる単元で、東書のデータベースからプリントを５０枚程度行

ってきた。各クラスが二つに分かれ、それぞれ地域ボランティアや鶴見台中学校の生徒等の大勢の方々の協

力を得て、スムーズに実施できた。 

③家庭学習の取組 

 ・小中連携の取組として、中学校区の３校（鶴見台中学校、春木川小学校、本校）が、別府市共通の「家庭学

習の手引き」を活用して、家庭と学校と協働しながら家庭学習の定着に取り組んでいる。具体的には、保護

者に日頃の声掛けや、学期末には子どもの意欲を引き出す「ひと言メッセージ」をお願いし、担任も子ども

たちに励ましの言葉を書き込む取組を行っている。 

④地域との連携 

 ・公民館と連携し、５月から２月まで月２回（水曜日）１５：００から約１時間、「放課後学習教室」として、

地域の方に学習を見てもらっている。学習に困りを感じている４年生児童の希望者が対象で、現在１４名程

度が参加をしている。主にその日の授業内容や、つまずいている箇所の重点的な復習をしている。事前に公

民館と学校とが学習内容を話し合う等して、楽しく効率的に復習できるよう準備しているので、「できた」「わ

かった」と感じる子どもたちも多く、意欲的に宿題に取り組もうとする姿も見られるようになってきている。 

・夏休みには、自治会が主体となり、低学年の児童を中心に学習教室を１０日間実施した。 


